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ダーウッド (H. G. Underwood)とアペンゼラー (H. G. Appenzeller)を最初の宣教師とし














































































































































































































「1．三千里 江山 主の東半島は / 救われた同胞が多くなったので 
　　キリスト王の命令に従い / 収穫のため出て行きましょう。 
  2．この世に最も広大な田畑に / 穀物が実り、黄金色となったので 
　　農夫たちは急いで農具を担ぎ / 収穫のため出て行きましょう。 







(27) 「毎年会日記」、1909年、22頁；「宣教会趣旨」『キリスト会報』1911年 12月 15日。























ちが普遍的に持っていた「終末論的アガペーの歴史認識」(Historical Consciousness of 
Eschatological Agape)であった、と言うことができる。




侵略と支配という歴史的に痛い体験がもたらした「深い悲しみの中から (out of deeper 
sorrows)」「幼い子供のように（childlike）」純粋に、キリスト教の福音を受け入れた。
その結果、韓国キリスト者たちは周辺のどの民族よりも「十字架の苦難」に慣れてお
り、憎悪を愛へと昇華させる「超越的な信仰」を実践することができた。孫貞道牧師
が日本のために体験した痛みを中国宣教を通して癒し、成就しようとしていた「宇宙
的な愛」（Cosmic Agape）は、それゆえに可能であった。
183－　　－
終末論的な歴史意識と宇宙的愛の実践
　この「宇宙的な愛」に基づいた歴史認識によってこそ、民族と国家間の侵略と支配、
干渉と抑圧の歴史により形成された憎悪と不信、葛藤と紛争の悲劇的な束縛から抜け
出すことができるであろう。ある民族が勢力を独占し、その力を基に他の民族を支配
しない歴史、相異なる歴史的な経験と価値を認め合いながら人類の幸福という共同価
値を具現するために協力することによって、「平和と共存」の歴史を作り上げていく
ことができる原動力も、このような宇宙的な歴史認識から生じる。東アジアの歴史を
導いてきた韓・中・日の 3国は、平和共存の体験よりは侵略と支配、それがもたらし
た暴力と抵抗で彩られた過去の歴史体験のために、今日も依然、相互不信と葛藤、牽
制と憎悪のわなから抜け出すことが出来ないでいる。不幸な過去にかせをかけられ、
明るい未来へと進めない状況である。政治と経済では解けない問題である。宗教、特
に正義と平和を究極的な実践課題とするキリスト教が解いて行くべき課題なのであ
る。
　韓・中・日 3国の民族的な利己主義を克服できるキリスト教の「宇宙的歴史観」が
要求される。自己中心的で閉鎖的、攻勢的、排他的な民族主義では、歴史的な体験と
価値観が異なる他民族との間に平和を保つことが出来ない。包括的であり、開放的、
受容的であり、対話的な民族主義こそがつらい過去を相持つ民族間の和解を引き出す
ことが出来る。そのような点から、中国と日本、両国からの侵略と支配の経験があり、
それゆえ民族的な苦しい状況においても、憎悪の代わりに愛によって両国に出て行き
福音伝道の使命を果たした韓国キリスト者たちの宗教体験と歴史認識は大切な価値と
して残っている。「つらい過去」のため依然、不信と葛藤のくびきから抜け出してい
ない今日の韓・中・日 3ヶ国に真の平和を成し遂げるため、「つらい時代」に「宇宙
的な愛」を抱き、失われた祖国の地を離れ、福音をたずさえ不毛地中国へと出て行っ
た孫貞道牧師のその歩みが今日もう一度再現されるべき理由もここにある。
